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我々は自家iPS細胞由来分化細胞の臨床応用を目的に血液～iPS細胞～分化を一貫して閉鎖
自動系で行える浮遊培養のプロセス開発を目指している。
これまでに血液中のCD34+細胞とT細胞を出発原料とした閉鎖自動培養装置のプロセス開発
を行ってきた。本発表では新たに、T細胞の拡大培養と拡大培養後のT細胞から作製したiPS

細胞(T-iPSCs)の特性解析結果について報告する。

T-iPSCsの利点

T 細胞の拡大培養 iPS細胞の樹立

白血球の単離採血 40mL 拡大培養（8-13日間）

実験スケジュール
初期化因子導入
（SeV vector) 樹立培養（10-14日間）
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閉鎖型自動培養装置を用いた
T細胞由来iPS細胞の樹立と特性解析
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白血球単離後 T細胞拡大培養後

SeV感染後
株化iPS細胞

• T細胞の高い増殖能を活かし、
採血量を抑えつつ必要な原料量
を得ることができる

• TCRの情報を保持した若返った
T細胞を作製できる

T cells

T-iPS cells

T-iPS-T cells

特性解析

評価項目

・未分化マーカーの測定
・G-band解析
・scRNA-seq

・NK細胞誘導

Day 0    1        3      6 7

利益相反（COI）開示：演題発
表に関して、開示すべきCOI関
係にある企業などはありません。

拡大培養後のT細胞では細胞周期およびT細胞活性化関連遺伝
子群の発現上昇が認められた。いずれの樹立iPS細胞も株化細
胞と遺伝子発現プロファイルの顕著な違いはみられなかった。

scRNA-seq (Donor A) NK細胞誘導 (Donor A)

結論 展望

⚫ 自動培養装置を用いたT細胞からのiPS
細胞作製において、未分化性を維持した
T-iPSCsの樹立が可能であった。

⚫ T-iPSCsはNK細胞(CD56+CD16+)へ誘導可
能であったが、一部の細胞でNKT様細胞
(CD56+CD3+)への分化も確認された。

NK細胞、T細胞の分化誘導
• 再現性の検証
 分化誘導効率、分化傾向が再現するか確認する。

• TCRの解析
 由来T細胞のTCRパターンが保持されているか検証する。

• NK細胞およびT細胞の機能評価
 細胞障害活性の評価を行い、CD34/T由来の差についても
 比較を行う。

CD34-iPSCs

T-iPSCs

CFiS細胞：

健常人由来研究用iPS

細胞

T細胞
拡大培養

因子導入

結果

Rotea

(Thermo Fisher Scientific)

細胞単離装置

血液の取り込み後 細胞の単離後

Cocoon® (Lonza)

Culture Chamber

37℃
・ポリスチレン製の培養器材
・培地交換前に培地を温める
4℃
・培地を保管

細胞培養装置

500um

Donor Day2 Day5 Day7 Day9 Day10 Day13

A N.D. N.D. N.D. N.D. 95.3%

B 11.4% 65.3% 89.2% 91.5% N.D. 94.4%

C 19.8% 87.5% 97.8% 99.0%

D 14.2% 74.9% 86.0% 95.7%

T細胞の拡大培養
CD3陽性率

Donor T-iPSCs CD34-iPSCs

A 46,XY
46,XY[19]

46,XY,t(5;12)(p15.3;
q24.1)[1]

B 46,XY 46,XY

未分化マーカーのFCM測定

拡大培養を9-10日間行うことでT細胞マーカーであるCD3の陽性率は90%以上と
なった。CD3+細胞数は９日間の培養でドナーC, Dでは初期値の20倍以上に増加
したが、ドナーBは13日間培養しても初期値の6倍程度にしか増加しなかった。

G-band解析

T-iPSCsとCD34-iPSCsの間で未分化マー
カー陽性率に差は認められなかった。

2ドナー分のT-iPSCsにおいて
核型異常は確認されなかった。
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① T-iPSCsとCD34-iPSCsの
間でNK細胞マーカー陽性
率に差は認められなかった。

② CD34-iPSCsでNK細胞を含
む浮遊細胞がより多く確認
された。

③ T-iPSCsではCD56⁺CD3⁺細
胞(NKT様細胞)集団も確認
された。
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